
2011/01/06,07,08:補足と修正<地球熱化危機に関する報告－'08/2/20～29>.

http://www.777true.net/exp-crisis2.pdf

－IPCC4 次評価報告書統合報告書の公表からの一部抜粋－<文部科学経済環境省.気象庁'07/11/17>

⒜気候に関する諸過程やフィードバックに関連した時間スケールの為、例え温室効果ガス

大気中濃度安定化でも数世紀に渡って人為起源温暖化と海面水位上昇が続く。

⒝人為起源気候変化と其の影響は、突然の又は非可逆的現象を引き起こす可能性がある。

其のリスクは気候変化の速さと規模による。<IPCC4 次統合報告書環境省'07/11/17>

上記の悲観的内容(楽観論はより危険)には補足が無いと絶望を招く。本質は以下の⑴。

⑴地球温度停止の条件：

⒜地上過剰熱入力(放射強制力)＝(太陽)地上熱入力－宇宙出力冷却放射。

⒝温室効果ガス(ＧＨＧ)濃度は地上温度での冷却放射線宇宙透過確率の決定に即作用、

だから透過確率固定の下に地上温度上昇では宇宙通過冷却放射絶対量は増える。

<<別言では GHG 濃度固定でもすぐに温度上昇は止まらない、均衡温度に昇るまでは。

更に別言ではもし大気 GHG 濃度大規模削減がなれば、宇宙出力冷却放射＞地上熱入力

なれば、即座に陸上温度低下開始(とは言えど海洋大熱容量では緩やかにですが)>。

GHG 濃度変動と放射強制力(地上過剰熱入力)の連動は地球時間的に即座です。

⒞J.Hansen の主張は現状 CO2 濃度＝390ppm を 350ppm に下げて安定化実現。

－最大CO2 吸収量/年 by 仮想 0 放出政策－

＝{2.6<海洋吸収>+2.3<陸上吸収>－1.5<自然放出>}＝3.4GtC/y＝1.5ppm/y.

(390－350)/1.5＝27 年も達成に時間を要します(GLOBAL RAMADAN 作戦)。

<http://www.globalcarbonproject.org/global/pdf/GCP_CarbonBudget_2007.pdf>(p19).

＊彼も今回カンクン COP16 での２度上昇許容合意は災害保証だと非難！。

http://www.independent.co.uk/environment/tax-on-carbon-the-only-way-to-save-our-

planet-2175130.html

⑵人為起源気候変化と其の影響は、突然の又は非可逆的現象を引き起こす可能性がある。

この最終段階内容は地上過剰熱入力遅延分配が北極圏と北極海氷層融解進行に及ぶと、

危険な凍土と海底の強力GHG効果を持つメタンクラスレ-ト融解に発展。放射強制力

増大(地上過剰熱入力)とメタン融解が正帰還化すると地上生命絶滅可能性がある。

現状地獄2丁目段階では最高温赤道域と最低温度北(南)極の間で熱交換が増大し、

過去にない異常気象が頻発しやすくなる(2010年は典型、今後も頻発可能性大)。

http://www.777true.net/exp-crisis1.pdf
http://www.globalcarbonproject.org/global/pdf/GCP_CarbonBudget_2007.pdf
http://www.independent.co.uk/environment/tax-on-carbon-the-only-way-to-save-our-planet-2175130.html
http://www.independent.co.uk/environment/tax-on-carbon-the-only-way-to-save-our-planet-2175130.html


⑶2ペ-ジ最下行の注：

☞:CIANHK ではアフリカ大洪水,オーストラリア大旱魃がインド洋海流変動に起因との

例を上げて気候変動主因は大気でなく海洋と言う逆さを学者動員で大衆に示唆、以前に

は穀物燃料温暖化緩和の趣旨も報道、しかも本末転倒の世界的な穀物相場高を形成。

あの地獄使者CIA ブッシュも飛びついた代物！。

気候被災の根源は大気化学分光的変性＝GHG濃度上昇に伴う地上過剰熱入力(放射強制力＝

1.6W/m2)に始まる,この熱が主に赤道海洋等で蓄熱し、その流動二次効果としての大気熱

物理効果で大陸での気候被災(大洪水と大旱魃)を要因する。気候変動根源因は人為大気化

学変性での海洋蓄熱を国民に、まずは強調して教育報道せねばならない。最近でもNHK教育

では気候変動問題特集で「地球温度は下がってる」の科学者仰天発言が飛び出す。

⑷後書きでは"乗せられて"悲観論が見られるが、現状の以下不等式が成立する限り、

救済可能性はある。困難は科学認識よりも「敗戦より革命が恐ろしい」の政治認識。

{2.6GtC<海洋>+2.3GtC<陸上>の炭素吸収量}＞1.5GtC<自然放出量>. (2007-data)

⑸気候変動科学と是に関わる世界政治動向の双方を３年間見て判った事は、

⒜気候変動真相の無知、もしくは真相を知りたくないという勢力は現状体制維持、

⒝気候科学に関わる勢力では"暗黙"に(政治的)救済不能との悲観？！、是も現状体制維持。

「要するにどちらに転んでも現状体制維持になる事に超疑問を持った筆者は、

全球市民が気候変動危機を隠れた第三次大戦とみなして全球一司令部の全球一軍体制

という結論に達してる(GLOBAL RAMADAN 作戦)」。容易でないが不可能も言えない。

＊米国では、言論は結構正論が述べられてる、だが肝心実働では京都議定書不参加。

英国を例外に欧州アジア等,最近の日本での気候変動-政治言論を探すのは難しい。

＊6ページのhttp://www.777true.com/は現在http://www.777true.net/



⑹訂正：地球温暖化主因は「地上と大気圏温暖化ガス」との間の太陽熱正味入射熱量168W/m2

を倍で上回る324W/m2の入(出)力 ！、

⑺訂正補足：後書き文での指数関数上昇の不安定性言及部分。

ローマ報告の冒頭文に指数関数上昇する系は何らかの破綻に至ると言う指摘がある。

結果が原因増大に作用する正帰還系は、上昇(下降)飽和要素が出現になるまで一途上昇

(下降)する！。この事は自然-工学現象や、経済現象でも見られる不安定系現象。本文で

問題になるのは気温デタに指数関数を近似的に当てはめる手法の妥当性。指数関数になる

機構根拠をまず、証明して後に近似解析は妥当だが、冒頭仮定からでは証明ではない。

だが結論的に指数関数上昇の妥当性根拠は以下になる・

⒜二酸化炭素大気中濃度と全球温度の正相関(平行比例的)は古代観測デタと放射強制力の

理論の双方から妥当になる。

⒝産業革命後(1750)の世界普及で、特に第二次大戦後の世界的経済成長の結果、人為的

炭素放出量は過去200年でうなぎ上りだった。”炭素放出(化石燃料消費)増大と付随する

経済波及”が長期間での原因結果の正帰還要素がある(だが2008年は逆化特異点発生)。

⒞以下サイトの古代気候の現代に至る1000年デタで、近現代の温度上昇は非常に不自然な

うなぎ上りが見える。総合的に加速要因がある。1750産業革命前までは、小氷河期に

向かう地球温度低下が見えるが、革命後に一転、最初はわずかだが、徐々に増大傾向を

加速してるのが見える。特に過去100年の加速的上昇に注目。核心点は人為無要素での

1000年から1750年までは750年長期で約0.5℃低下、他方1900年から2000年の100年短期

で一気に約1℃上昇。<古代気候ではこれ以上の変化があった時代が確かに指摘されて

るが、素直に見れば1900-2000年期間は異常,自然機構でこの大変化要因指摘がない>。

http://www.globalwarmingart.com/wiki/File:1000_Year_Temperature_Comparison_png#D

escription

暴走有無判定の気候系安定性判別は気候変動問題の最大核心部は間違いない。

<<現状は前述如く、{自然放出＜自然吸収}の自然治癒能力を以前保持してる！！！>>.

以下は補足前のオリジナルペ-ジの写真コピ-(原文消失）、

太陽熱正味入射熱量＝太陽定数342W/m2×(1-太陽光地球反射率m≒0.3?)＝240W/m2。

地上温度(ＴＧ＝273＋14.5)℃での生の黒体放射量＝σ(ST定数)×ＴＧ
4＝387W/m2。

この議論で本質の過剰熱入力を了解できない、だがGHG温室効果の意味は判る。

温室効果では次式で入出力擬似均衡。240W/m2＝冷却放射宇宙透過確率@×σＴＧ
4.

<<擬似均衡の意味は、問題の過剰熱入力＝1.6W/m2だけ右辺欠落が発生してる>>

温室効果ガスが無ならば(@＝1)次式で入出力均衡。240W/m2＝σＴＧ
4、ＴＧ＝255K＝－18℃。

http://www.globalwarmingart.com/wiki/File:1000_Year_Temperature_Comparison_png
http://www.globalwarmingart.com/wiki/File:1000_Year_Temperature_Comparison_png











